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Note: This document has been translated from a part of the Japanese original for reference purposes only. In 
the event of any discrepancy between this translated document and the Japanese original, the original shall 
prevail. The Company assumes no responsibility for this translation or for direct, indirect or any other forms 
of damages arising from the translation. 

(Securities Code 5541) 
June 1, 2018 

To Shareholders with Voting Rights: 

Akira Sasaki 
President Director & Representative 
Director 
PACIFIC METALS CO., LTD. 
6-1, Otemachi 1-Chome, Chiyoda-ku,  
Tokyo, Japan 
 

NOTICE OF CONVOCATION OF 
THE 92ND ANNUAL GENERAL SHAREHOLDERS MEETING 

 
We would like to express our appreciation for your continued support and patronage. 
You are cordially invited to attend the 92nd Annual General Shareholders Meeting of PACIFIC METALS 

CO., LTD. (the “Company”). The meeting will be held for the purposes as described below. 
If you are unable to attend the meeting, you may exercise your voting rights in writing or via the Internet. 

Please review the attached Reference Documents for the General Shareholders Meeting and exercise your 
voting rights by 5:30 p.m. Japan time on Tuesday, June 26, 2018. 

 
 
1.  Date and Time: Wednesday, June 27, 2018 at 10:00 a.m. Japan time 
2. Place: Iidabashi Rainbow Building (7F) located at 

11 Ichigayafunagawaramachi, Shinjuku-ku, Tokyo 
(For the location of the venue, please refer to the map of the venue of the 
General Shareholders Meeting at the end of this document.) 

3.  Meeting Agenda: 
 Matters to be reported: 1. The Business Report, Consolidated Financial Statements for the Company’s 

92nd Fiscal Year (April 1, 2017 - March 31, 2018) and results of audits of 
the Consolidated Financial Statements by the Accounting Auditor and the 
Board of Auditors  

  2. Non-consolidated Financial Statements for the Company’s 92nd Fiscal Year 
(April 1, 2017 - March 31, 2018) 

 Proposals to be resolved: 
 Proposal 1: Election of nine (9) Directors 
  Proposal 2: Election of one (1) Auditor 

11 12

コーポレートガバナンス
当社は、企業価値の向上を目指し、迅速な意思決定と経営の効率化を図るとともに、監督機能の強化によって経
営の透明性や健全性を確保することで、コーポレートガバナンスの強化・充実を図っています。その中で、リスク
マネジメントおよびコンプライアンスに関する対応も確実に行っています。

株主・投資家の皆様とのコミュニケーション
株主・投資家の皆様に適正でわかりやすい情報開示に努めています。ホームページを活用した各種IR情報の公表
を中心に、説明会の開催、株主の皆様向けの工場見学等を行っています。

コーポレートガバナンス体制

リスクマネジメント

　当社は、大規模な事故や災害、不祥事などへの対処に
ついては、「危機管理規定」を制定し、平常時より「危機
対策会議」において事故や災害などを想定した対策を講じ、
有事の際には、「危機対策本部」を設置し、社長を本部長
として対応することを規定しています。
　経営管理上のリスクについては、取締役会に上程し、対
応を決定しています。また、日常業務におけるリスクは、
管理規定や業務マニュアルなどを作成し対応しています。

コンプライアンス

　当社は、「経営方針」、「企業倫理規範」、「企業行動基準」
などを取締役会にて制定し、法規制等の順守を掲げていま
す。これらの方針や規範などに基づいた業務の執行を確保
するための、内部統制委員会を設置し、コンプライアンス
の強化を図っております。
　当社は、コンプライアンスならびに社会的規範の順守に
関して以下を掲げ、取締役をはじめとする役員および従業
員全員が認識し、業務を遂行しています。

　当社は、取締役・監査役制度を中心にコーポレートガ
バナンスの充実を図り、公正で透明性のある経営機構を
構築することを基本的な考えとしています。

IR活動

　当社は、IR担当取締役を中心にIR委員会を設置し、全
ての株主・投資家の皆様と建設的な対話を促進するため
の体制整備を行っています。
　定時株主総会を毎年6月に開催するとともに、中間決
算の際にも決算説明会を実施し、当社事業の業績や計画、
戦略などを説明しています。
　また、企業体質の充実・強化を図りつつ、利益配当金
によって株主の皆様への利益還元に努めています。
　大変遺憾ではありますが、2017年度は当期純損失を計
上したことから、配当方針に基づき中間・期末ともに利益
配当金を見送らせていただいています。

株主・投資家の皆様との対話

　IRに関するアナリスト・機関投資家向けの説明会を年2
回定期的に行っています。
　株主の皆様からのご意見は、取締役会議長中心に取締
役会全体に確実に共有されるよう努めています。また、株
主の皆様との対話を行う際は、インサイダー情報の管理を
適切に行うとともに、株主間での情報格差を生じさせない
よう十分留意しています。

情報開示

　「コーポレートガバナンスに関する基本方針」に定める
情報開示方針に基づき、各種情報について当社ホームペー
ジを中心に適時適切に開示しています。
　当社は、決定事実に関する情報、投資家の皆様の投資
判断に影響を及ぼすような発生事実、決算に関する情報
に関し、開示体制を構築しています。重要な事実が発生
した場合は社内関係部署で開示の要否を検討し、取締役
会での開示判断を行い、開示する場合は、東京証券取引
所に開示する体制をとっています。

　当社の経営体制は、2018年6月より社外取締役2名を
含む取締役9名、社外監査役3名を含む監査役4名で構成
されています。

１．コンプライアンスおよび社会的規範ならびに社会的良
識に基づいた企業活動を行う。

２．社会の秩序・安全を脅かす反社会的勢力と絶縁し、
健全な企業活動を行う。

３．国際的事業活動において、国際ルールや現地の法令
を順守し、また現地の文化や習慣を尊重し、その国の
発展に貢献する企業活動を行う。

反社会的勢力排除の取り組み

　当社は、市民社会の秩序・安全に脅威を与える反社会
的勢力およびこれに類する団体等とは一切の関係を持たず、
また、要求を断固として拒否することを規定しています。
　担当窓口を設置し、情報を一元管理することで、警察、
特殊暴力防止対策連合会および外部の専門機関と連携を
取っています。

　コーポレートガバナンスに関する基本方針、コーポレー
トガバナンス報告書を当社ホームページの「コーポレート・
ガバナンス」のページに掲載しています。

　株主総会に関しては、株主の皆様が議案の内容を十分
に精査し、権利を適切に行使することができるよう、株主
総会招集通知の早期発送を行っています。さらに、当該
招集通知の発送日前に証券取引所や当社ホームページで
の開示を行っています。

　IRに関する資料として、決算短信、適時開示資料、ア
ナリスト・機関投資家向け決算説明会資料を当社ホーム
ページの「投資家の皆様へ」に掲載しています。

（URL：https://www.pacific-metals.co.jp/ir/index.html）

コーポレート・ガバナンスについてはこちら　https://www.pacific-metals.co.jp/ir/governance.php



分　　類 費用（万円）

（1）設備投資（安全対策工事等） 811

（2）安全関連修繕費 2,033

（3）衛生関連修繕費 189

（4）防災関連修繕費 663

合計 3,696

■安全会計の集計結果

■認証登録情報

■環境会計の集計結果（環境保全コスト）

分類 主な内容 費用（万円）

（1）事業エリア内コスト

公害防止コスト 19,999

地球環境保全コスト 11

資源循環コスト 11,770

（2）上・下流コスト ー 0

（3）管理活動コスト

ISO審査費

2,754

構内緑化・管理費

環境・社会報告書作
成費

各種モニタリング装
置維持管理費

（4）研究開発コスト ー 0

（5）社会活動コスト 近隣一般道路清掃費 20

（6）環境損傷対応コスト 汚染負荷量賦課金 10,812

合計 45,366

認証規格 登録範囲 登録番号 有効期限 初回登録

ISO9001:2015
八戸本社
東京本店

0314

2021年2月15日

1998年4月9日

ISO14001:2015 E1998 2009年3月19日

OHSAS18001:2007 H063 2012年2月16日

ニッケル

原料/資材/エネルギー

海外

使用物流 ステンレス
メーカー様

廃棄・
リサイクル

大平洋金属

業務請負会社

フェロニッケル製造原料調達

使用

ステンレス
製品

道路用材料

フェロ
ニッケル
製品

フェロニッケル
スラグ製品

ニッケル鉱山
フィリピン
ニューカレドニア

日本

★原料調達時の生物多様性保全
各鉱山に対して、鉱石採掘後のリハビリテーションに
関する植林植物の情報提供を行うことで、植林活動を
推進しています。

斜面安定と緑化のために
植えられた芝生と樹木

生物多様性
保全

モーダル
シフト

グリーン
購入

環境影響
評価選定

アイドリング
ストップ奨励

物流
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統合マネジメントシステム
品質管理、環境管理、労働安全衛生管理の3つのマネジメントシステムを、統合マネジメントシステム（IMS）として、
運用しています。PAMCO-30における目標達成のツールとして、経営方針をIMS方針と位置づけ、このシステム
を最大限に活用していきます。

ISO認証登録

　当社は、ISO9001、ISO14001、およびOHSAS18001
を認証登録し維持しています。2015年度より引き続き、
統合審査として、3つのシステムの審査を同時に受審しま
した。
　2017年 度は、 規 格が 改 定となったISO9001、ISO 
14001の移行審査も含めて受審した結果、マネジメントシ
ステムに重大な不備はなく、認証登録が維持されました。

環境会計および安全会計

　2017年度の環境会計および安全会計の集計結果を以
下に示します。
　環境会計については全体で約4.5億円の費用を投じてい
ます。公害防止コストが最も多く、ほかに資源循環コスト
や汚染負荷量賦課金※1となっています。
　安全会計については全体で約3,700万円の費用を投じ
ています。主に、安全に関する修繕等を実施しました。

※1：ばい煙発生装置を1987年4月1日の段階で設置しており、硫黄酸化物を排出し、
排出ガス量が一定値以上ある事業所が納付するもの。当社は制度開始以降、義
務を全うしています。

法規制順守の取り組み

　当社は、法規制等の順守を事業活動の最も重要な項目の
１つに位置づけ、順守に関する手順を定めるとともに、定期
的に現場や書類などの監視・点検を行っています。2017
年度は法規制や基準の重大な違反はありませんでした。
　また、2017年度は、労働災害が当社において5件、請
負会社で1件発生しました。今回の事故を教訓に、該当部
署を含め全社員への再教育を徹底し、事故の再発防止に
努めています。

ISO9001登録証 ISO14001登録証 OHSAS18001登録証

サプライチェーンマネジメント

　当社は、生産現場だけでなく、サプライチェーンの各段
階において、環境との調和に配慮したさまざまな活動を行っ
ています。
　当社は、フェロニッケルの原料となるニッケル鉱石をフィ
リピン、ニューカレドニアから輸入しています。現地鉱山
では、鉱石採掘後の跡地を可能な限り原状回復（リハビリ
テーション）させるために、植林を行うことが義務付けら
れています。その植林に関する情報を収集し、他鉱山への
開示許可を取得した後、各鉱山に情報提供を行っています。

　また、2011年1月1日から、鉱石などの固体ばら積み貨
物の海上輸送については、「海上人命安全条約（SOLAS条
約）※1」に基づく「国際海上固体ばら積み貨物コード（IMSBC
コード）※2」により国際的に統一された安全規制が行われ
ています。当社はこのような国際規制に対しても積極的に
準拠し、船舶における事故をなくすことで、サプライチェー
ンにおいても安全対策、環境配慮を行っています。

※1：1912年のタイタニック号海難事故を受けて制定された、船舶の安全確保および外航船と港湾施設の保安対策の強化を
目的とする国際条約。

※2：船舶におけるばら積み貨物の運送は適切に行われなければ事故を誘引する可能性があることから、運送方法について
SOLAS条約および附属コードであるBCコードで規定されてきたが、事故が減少しないこと等を踏まえ、より効果的な
安全策とするため、勧告であったBCコードを強制化したもの。

■大平洋金属のサプライチェーン概要図


